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ー伝統的な視点から一
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1、はじめに

女子大生の卒業式の袴姿は、明治期の女学生

の通学及ぴ式服での袴着用を源流とする。

その後、女学校での制服制定や洋服の着装に

より袴着用は一時衰退するが、 1980年代前半

より再ぴ復活し、現代では卒業式の装いとして

定着している＂。

本研究は先行研究「卒業式に見る袴の現代的

着装の研究 I, II」の継続研究である。近年女

子大生に滸用される卒業式の袴姿に関して、時

代と共に変化している装いの特徴を多面的に取

り上げ、その要因について伝統的和服の視点か

ら考察することを試みている。拙稿 Iでは袴下

に着用される長着の種類の変化と、長滸選択の

一般的定義の変化についての関連性を明らかに

した 2)。また 11では学生の卒業式に対する意識

と、そこで選択する袴の装いに対する意識のず

れを明らかにし、現代の日本人と和服の関係を

表わすものとして指摘をした”。

本稿では近年の学生の袴姿に影智を与える着

付けについて着目した。卒業式当日、多くの学

生が袴の着付けを袴レンタル業者や美容院に依

頼し、一部の学生が親族や自身で行っているの

が実情である。その着装を詳細に見ると長着の

衿元や衣紋、半幅帯の見え具合、袴丈などが着

用者により着付けが一定でない様子が見て取れ

た。この状況は何によるものなのか、まずは袴

着付けの定義の変遷を分析しそれを基に、現代

の卒業式における袴の着付けの多様性について

考察することを目的とする。

2、研究方法

2016年 3月15日に行われた共立女子大学の

卒業式当 H、被服学科学生 76人を対象に、卒

業式当 8の装いの撮影を行った。撮影箇所は先

行研究 4) と同様に 1全身写真、 2全身背面、 3

全身右側面、 4上半身、 5衿元、 6足元、 7頭

部、 8鞄、 9ネイルの 9か所である。なお、

一次資料として用いる袴姿を撮影した写真は、

従来と同様に被服意匠研究室との共通資料とす

る。

また卒業年度の被服学科所属の学生に卒業式

当8の装いの調達方法や、着付け、卒業式に対

する意識についてアンケートを行った。
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図 1 左から糸Itの反I面が別布の怜、全面に校様の人った袴、桟に柄のある袴、地紋のある袴

3、卒業式における袴姿の実態

3-1平成 27年度の傾111]

撮彩した写真1ft科から、袴を消川していた学

生 73人を対象に平成 27年度の装いの領l旬分析

を行う 。まず、袴下の長lfを兄てみると、長豹

は小振袖 47%、振袖 26%、小紋 17%となった。

袴は無地に刺紐入りが42%、無地が 31%、ぼ

かしが 14%であった。 また袴自体は無地であ

るが、紐の反而が別布の袴や、 全而に校様の入

った袴な ど、 今までではあまり見られなかった

種類の袴も散見された （図 1)。半衿は無地が

56%、刺繍入りが34%、膜様入りが 6%とな

った。無地の中でも白色がH立ち、色つきの半

衿は 1人であった。伊達衿は 88%に消用が見

られ、種類を見てみると、無地は 59%、柄入

りが 17%、2色は 16%であった。術ではアク

セントになる色の無地の哨i＇が42%、アクセン

トとなる地色に柄の'1i¥'が34%、長滸ま たは袴

と同系色の無地の術が 12%となり、大半の学

生がアクセントとなる色の半幅帯を使川してい

た。股物ではプーツlf!「Jが 52%、草股滸川が

4896となりプーツ消m者が雄股滸用者を上回っ

た。足袋では、全体の 48%にがf用がみられ、

その内 97%r'I足袋を消用 しており、 1人のみ

レースの足袋を消JIJしていた。鞄では、 Ill祈が

42%、和装川ハン ドパック が 25%、洋装用バ

ックが 18%となった。その他装飾品では 95%

に滸用は見られなかった。装飾品の滸m例は、

主に袴の後紐の結ぴ目に造花やつまみ細工など

を付けている場合が多いが、通常袴には使JTJし

ない術締めを前紐の上に締めている学生もみら
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図 2 装飾品の例

) 1.:: -:,;: 締め 中央：つまみ細 1:右 ：造化

れた （図 2)。

●扱袖

3-2 平成 26年度の装いとの比較
平成26年度

●小振袖

●小紋

平成27年度 -9か-,ヽ・,' 
●訪問精

●色無地

平成 26年度と平成 27年度の袴の装いの様子

を比較する。長沿ではぇrrmの紺i111]に変化はなか

ったが、振袖と小紋の割合が減少し、 小振袖と

訪Iii!滸・附下の消川・.1111合がW1JJ11している Cl叉I3)。

袴は無地及びぽかしのみの袴よりも、それぞれ

刺繍入りの袴の祈JIJ に増加がみ られた ( l~I 4)。

衿元の装いでは、半衿の無地沿JIJ割合が附）UIIし

ている （図 5)。昨年度は無地と刺繍が1川数杓

炭であったが、今年度は白色無地半衿の割合が

刺繍半衿の割合に対して倍近くにな っている。

伊達衿も 同様に傾向に変化はないが、無地のA咋

川が他の種類に比べて 3倍以上の割合を占め

ている (I愛I6)。僻では、柄の僻の使用が多 く

みられていたが、今年度は無地のものの割合が

かなり妍加している （図 7)。 しかしア クセン

トとなる色を川いることは、 iくA咋または袴と i11J

0% 2潤 4愧 60% 8虚 10澤

系色を川いることより翡い割合を占めるといっ

た点においては、平成 27年炭と 同様の結栄で

あっ た。 股物は昨年度よりプーツ消m~m合がWI

加したが、 学生の股物は芹梢iまたはプーツニ柿

類である傾向に変化はなかった（図 8)。足袋

は昨年炭同様ほとんどの学生がi'-1足袋をイi:JIJし

ており、変化は兄られなかった （図 9)。鞄は

巾滸の1史川が多く 、昨年度の和装mパックと ill

沿の割合と逆転しているこ とがわかった（柊l

10)。・Ii¥'飾りなども装飾品の割合にも変化はな

く、少数に使mが見られるだけにとどま った（固

11)。

l叉13 長滸の種類

I 
平成26年度

平成27年度

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

1:x1 4 袴の種類

平成26年度

●無地

●無地に刺繍

●ぽかし

●ぽかしに刺繍

• その他

■慧地

• 閑繍

●携樟

平成27年度 - ---ピI • ピーズ・スバンコール
• その他

謀 2硲 4謂硲 8潤 I躙

l以15 半衿の利i類

平成26年度

平成27年度

0% 20% 40% 硲紐 1()(双

図 6 伊達衿の種類

●慧地

●柄

● 2色

• その他
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平成"年● ］ 
●同系色需地

●反対色慧地

●同系色柄

●反対色柄
平成27年度

• その他°" 20% 40% 如 80% 100% 

図 7 術の柿類

和 9年度 ］
i 

・耳履

●ブーツ平成27年度

0% 2瞑叩％印% 8虚 1碑

臣18 股物の利[~{

平●"'● I I ， 

I 

●白足袋

●色足笠

●レース

●なし平成27年度

• その他

°" 20% 4°" -紐 IOO!I 

図 9 足袋の種類

この結朱から、全体の袴沿用傾向からはあま

り大きな変化は見られないが、前年度よりも装

飾性の甜い小物の使用割合が少ない傾向がみら

れた。

4 沼付け方法の変化と実態について

4-1 袴の滸付けに関する氾述の変遷

ここでは、袴の苅付けについて、時代を経て

変化が生じているのかどうか 1980年から現代

におけるがt付けの変遷の検討を行う。沢科は袴

の充f付けに関する牲紺や雑誌を用いる。検討の

際の時代区分は、箪者が先行研究で明らかにし

た卒業式に見る袴姿の変造を参考にする。まず

時代を 1980年代初期から 1980年代後半を袴姿

復活の黎明期、 1980年代末期から 1990年代中

●和装用ハンドパック
平成26年度

●巾着

●洋籟用パック
平成27年度

●なし

°" 20% 4°" 6°" 紐 100%
• その他

li2110 鞄の利類

和 6年度 1
• あり

●なし平成27年度

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

図 11 装飾品の有無

期を定ぶt期、 1990年代後期から現代を安定期

のように区分した 5)。この区分を川いて柑籍や

雑誌に見る袴の祈付けの変遷を述べる。

まず袴の滸用が復活した黎明期の参考股料 6)-11)

の領111]は、衣紋は抜かず、衿元をき っちり合わ

せ、半衿は 1.5cmほど出す。 また前紐から

1cm程度半幅術を111し、袴の裾はくるぷし程

度で後が下がらないようにといった記載が多く

見られる。袴姿の定lfJUJでは、衣紋は抜きすぎ

ず指 3本程度、衿合わせはやや深めに、半衿

は1.5-2cm程度111し、半幅梢は 1cm位のぞ

くよう位骰にあわせ、袴丈は足のmよりやや上に

なるようにといった説明がなされている 12)-15)。

袴姿の安定期には、衣紋はあまり抜かず、衿合

わせを深めに合わせ、半衿は 1-2cm程度出

し、半幅幣は 1-2cm見せる。袴丈はくるぶ

しぐらいにといった内容が示される傾向がわか

った
16) .JO) 

゜剃!fl期と定約期のIHJで、衣紋や衿合わせが少

し緩く消つけるように変化しているが、定滸期

と安定期では変化はほとんど見られなかった。

よって約 30年間を通して変化を兄てみると、

がf付け）］法に大きな変化は見られないが、半衿
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1ix1 12 1'~ 紺による袴丈 （く るぷし程度）の迩い

左： 2010年出版決定版きもののがf付けより 転載

右： 2015年ILi版li付けの技より転載

や硝など少し多く見せるような1111飾領向や、衣

紋を少し抜くなど多少の変化の傾向が明らかと

なった。

更に各期間の滸付けの様子を、参考柑料のロ

絵などから比較をしてみても、大きな辿いは見

られない。 しかし 2010年/I_¥版の 「決定版きも

のの滸付けと幣結ぴJと2015年出版の 「苅付

けの技jでは、両方の袴丈の記載がくるぶし程

度と同様の表記にも関わ らず、滸姿を写真で比

較してみると、 一方は足首が見えているのに対

し、もう一方では足のljlが見える程度である (I及l

12)。このように同様の品賊ではあるが、府付

ける人により解釈が巽なる場合もある ことが分

かり、滸付けの解釈が一様ではないことを認識

した。

くヽ ' ,f. 面から見える
'1'-nの分は

図13 怜泊姿の基準、 J法の）＆準

4-2 学生の袴の着姿に見る沿付けの実態

続いて、学生の袴の滸付けの現状を検討する

ために、本学学生の卒業式当日に搬影をした袴

姿の写真を川いて分析を行う。前項で述べたよ

うに、約 30年の間は袴の苅付け方法に大きな

変化が見られないため、黎lリ1期以降に出版され

た袴の消付けについて記載のある瞥節を用い

て、装いの非準を定める。基準を定める部分は、

多くの打節に共通の記載があり袴の沿姿のポイ

ントとなる、衣紋、衿合わせ、衿中心部分の半

衿、正而から見える半衿の分献、僻の見える分

拭、前後の袴丈の 7箇所である（図 13)。それ

ぞれの箇所の基準の決め方ではあるが、袴の滸

付けに関する内節や雑誌の記述を比較して決定
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表 1 袴;,rt装の基準

似

半衿幅 5.5 (椋準後紐幅）： A (写真希it,恥l"iWH虹）

X: B (写真半衿幅計測伯）

僻幅 5.5 (栢準後紐幅）： A (?i: 真紐饂汁測伯）

X: C (写真帯O晶計測値）

図 14 数{~j$): 111式と計測箇所

した。

まず、衣紋については、「衣紋は抜かず」 31)「衣

紋の抜きはやや控えめに指 3本くらいにしま

す」 321とある。衣紋の記載が見られた守術すべ

てに、衣紋についてこのような記載がみられる。

そのため衣紋の抜き方は、首から衿まで指が 3

本程股入る距離とする。衿合わせでは、「衿合

わせはやや深めに合わせます。」33)「衿は深く合

わせます」 34)など一般的な衿合わせである鎖骨

のく（まみを閑す程度よりも深くあわせる ことを

基準とする。背而から見る衿中心での半衿では、

「半衿が見えないように」35)「うしろでは半衿を

5mm控える」 361いった記載がみられるため、

後衿中心では半衿が長祐の衿から見えないこと

を払部とする。一方正而からみた半衿の見える

ク'.l"irしでは、 lcm37>、l.5cm381、2cm39>の記載が

みられ、また 1cm- 2cmなど数伯に幅を持

たせている記載も複数確認できる 10)。そのため

一番記載の多かった、 1cm-2cmの範囲を基

準とする。術の見える分批では、 「,iii、a;,の 1cm

項目 墓準

衣紋
首から衿まで指が3本程度入る距

離であること

衿合わせ
鎖骨のくぼみを閣す程度よりも深

くあわせること

衿中心部分の半衿
後衿中心では半衿が長府の衿から

見えないこと

正面から見える半衿の 長行の衿から 1cm-2cm見える

分量 こと

帯の見える分量
袴紐から見える分量が 1-2cm
であること

後袴丈 前裾よりも上がり気味であること

くるぷし程度の位置に裾が位置す

ること

前袴丈 ブーツの場合は、足首は見えない

がくるぷしよりも上に位置するこ

と

下に糸llを合わせる」41)「見えても 1-2cm程度」

42)などの記載が多くみられたため、袴紐から見

える分試が 1- 2cmを基準範囲とする。後袴

丈は「後ろの裾が下がらないように」<3)「横か

ら見た時、後裾が少し上がり気味に」 44)と記叔

がなされているため、前裾よりも上がり気味で

あることを基準とする。一方で、前袴丈は「＜

るぶしくらい」45)「足の甲くらい」 <6)「足首が見

えるくらい」m というように氾載が異なってお

り一様ではない。しかし袴丈 （糸ll下）は、 一般

に長lfの消丈の 7/10cmの寸怯で仕立てられ

る。これは、だいたいくるぶ し程度の長さにあ

たる寸法である。この寸法には袴の黎明期より

も前の 1930年から現代にいたるまで変化は見

られない •a>。 また牙f付けの際には、帯を締める

前に袴を体に当て、袴の裾の位骰を決定し紐の

位骰に合わせて帯を締める。このような手顛を

踏みlf付けを行うということは、僻や紐の高さ

よりも、裾の位i性が重要であると考えられる。

そして実際の人体では、くるぶしから足の甲ま

での邸さに差はあまりないため、足の甲に触れ

ておらず、足首が見えない範l用である、くるぷ

し程疫の邸さを基準とする。この袴丈の基準は

,';£ 版の際の基準であり、プーツ消mの場合は、

ー 28ー



卒累式に見る怜の現代的ぶi装の研究Ill

図 15 1r. : J訊f¥(指 3本札渡）の衣紋 中央：通常の衣紋 布： 振袖滸）lfll.yと1,;J様のぶ紋

図 16 左 ： 基i\~ (深い衿介わせ）の衿合わせ 右：

通';~·の衿合わせ

「1,¥:股の時より短く決める」と記されている 19)0 

よって足首は見えないがくるぶしよりも上に位

骰することを基禅とする。また本調究での判断

は目視による判定を行うが、基部が明確な数値

で表されている半衿と僻の分批については写真

1ft科の目視だけでは判断が難しいため、同一写

真1J..Jの花而後紐幅と衿合わせ部分の半衿の幅を

はかり、 比の計符を）IIいて数値化を行う (Iii

14)。また同様に・Ii;:の兄える分試も l1iJ様に数値

を求めた。

以上の基巡を）llい、 学生の袴の苅付け頼,,,]の

分析を行う （表 1)。まず貶約に注Hし、衣紋

の抜き方を見てみると、 J炉化である指 3木程

度の衣紋は 26% であ り、最•も 多く見られた状

態は、通常の長消の祈つけと同様のこぶしが人

る程に抜かれた衣紋で 55%の学生に見られた。

l又I17 J,: :J, 碑（控えられている）の衿中心半衿 布：

控えられていない半衿

その中でも振袖を袴下の長苅として滸用してい

る学生の中には、通常の衣紋よりも大きく振袖

滸用時の衣紋と同様に抜かれていた ( ,~, 15)。

次に衣紋の抜け方が関係していると考え られる

衿合わせでは、深く合わせられていた学生は

12%と 1;1m程度であった。通・m・の長滸の衿合

わせである、鎖件のくぽみが閲れる程度の滸付

けであった学生は 67%と約 7割を示 した (I及I

16)。また1r而から見る衿中心部分では、 本来

なら長滸の衿から半衿が控え られていることが

基本であるが、半衿が控えられていた学生は半

数以下の 43%であり 、長A咋の衿から半衿が見

えている学牛は53%であった (I図17)。一方、

正而から兄える半衿の分i1しでは、基i化である 1

- 2cmの範圃内の学生は 46%であった。基準

よりも多く /11ていた学生は 35%、出ていないま
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Jgf 18 左 ：基i侑 (1- 2cm)の半衿

一図 19 /r.: 基部 (1-2cm)の僻 右： J訊り以上の僻

図20 左：）＆準 （上がり 気味）の後袴丈 右：前袴

丈と平行の後裕丈

たは 1cm以下の学生は 19%であった（図 18)。

続いて袴に注目すると、帯が紐から見えている

学生は 95%であり 、その中で見えている分拭

IS!l 21 1i: :)訊~(くる ぶしく らい）の前袴丈右：

足の川にかかっている前袴丈

が 1- 2cmの学生は 38%、2cm以上見えてい

る学生は 47%を示 した （図 19)。また後袴丈は

前裾よりも上がっている学生は28%で、 前裾

と同じ硲 さの学生は49%であった（図20)。前

袴丈は足の甲にかかっている学生が55%であ

り、足の lドが見える学生が 38%のため、半数
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以上の学生は基準から外れていることになる

（図 21)。

以上の結果より、どの項目も書藉の記載を比

較して決めた基準に合致する物はなく、通常の

長着の着付けに見られる傾向を示したものや、

半衿及ぴ帯のように基準よりも幅広に着付けが

されている様子が明らかとなった。

4-4 着付けの場所による傾向

卒業生に実施したアンケートによると、卒業

式当日の着付けは袴をレンタルした際にセット

として含まれるレンタル業者による着付け、美

容室による着付け、親族による着付けが行われ

ている。この 3グループを比較してみると、

レンタル業者による着付けは、基準を満たして

いる割合が多い項目が、後半衿、半衿の見える

分龍、半幅帯の見える分籠の 3項目であり、

美容室による着付けでは、衣紋の加減、半幅帯

の見える分批の 2項目、親族による着付けでは、

半衿の見える分祉のみであった。前後の袴丈、

及ぴ衿合わせでは、どのグループも基準を満た

している学生の割合は少ない。すべてのグルー

プに共通してみられる傾向は、前後の袴丈では

どちらも基準よりも長めに滸付けられている場

合が多く、衿合わせは一般的な着付けと同様の

衿合わせであった。

グループ内の着付けでは、レンタル業者は基

準に対するずれはあるものの、全体的には統一

された袴の着装が見られる。しかし美容室や親

族により着付けでは基準からずれただけではな

く、袴の着姿の印象が個々に異なり、着付けの

技批に差がみられた（図 22)。

4-5 考察

以上の結果を踏まえると、害籍における稽付

けの方法に変化が見られないのは、卒業式の袴

が式典すなわち條式に用いられる特別な衣裳と

いう位骰づけである点に一因があるのではない

か。式典や俄式は伝統や継承を重んじ変化は少

ないものである。そのため書箱に見る着付けに

は変化が生じなかったのではないか。しかし、

拙稿では卒業式に着用する長着の選択に関して

は変化を遂げている。この違いは長着を選ぶの

は自分であり、自分の好みを長滸の選択に容易

に反映させることが出来る。一方、袴の着付け

に関しては自分で着付ける技術や知識を持って

いる人が少なく、他人任せが多いので滸方を変

えるという発想にまで至らないのではないか。

また卒業式における袴の着用は卒業式の一度き

りである人も少なくはない。たとえ着用時に不

便さを感じようとも、次の着用機会がなければ

着付けを改普しようとは思わないであろう。そ

のため書籍の表記は変化なく現代に伝えられて

いるのではなかと考える。

また着付けについて、着付ける場所の種類別

に見てみると、レンタル業者による着付けに統

ー感が見られた理由としては、各業者とも当日

着付け終了後、学生を式へ送り出す前に、統括

者が袴着姿の確認を行うためではないかと推察

できる。卒業式当日の着つけ現場では、一度に

10人前後の利用者が手早く着付けられている。

着付けが終了すると、統括者は学生の着姿の全

体のバランスなどの確認及ぴ手直しをしていた

50)。このような作業により、学生の袴着姿には

統一感が生まれると考えられる。それに対して、

美容室は各美容室内では袴着姿に統一感がある

のかもしれないが、式には様々な店舗で着付け

られた学生が、一堂に集まるため袴着姿がまち

まちになると考えられる。また、着付けを行う

側も多様な場所で着付けを学んでいるため、知

識や技術が統一されておらず、袴着姿に違いが

出ると推察する。親族による着付けでは、滸付

けを学んだ経験のある人が着付けをするとは限

らない。現代では着付け方法に関する書箱や映

像資料などが多く存在している。これらを使用

して着付けを行うことも十分に考えられる。そ

のため他の 2つのグループよりも大きく個々

の袴滸姿に差が生まれると考える。また親族に

よる着付けがこのような状況である理由は、和

服滸用の機会の減少した現代においては、滸付
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けの継承がほとんど行われなくなっていること

に起因する。現在長着の滸付けですら家庭内で

継承されることが少なく、そのような状況の中

で袴といった特殊なものの着付けの継承は、な

おのこと行われていない。実際卒業式に袴姿が

見られ始めたころの新聞には、「昔懐かしい袴

の着つけ講習会」 (1983年 3月8日読売新聞）

といった母親向けの着つけ講習会の様子が紹介

されるたように、袴の着つけはなじみの無いも

のであった。このような状況がレンタル業者や

美容室での着付けを利用することにもつながっ

ている。

卒業式という競式の場において、適した袴着

姿で出席するべきであるが、着付ける人物が異

なるため学生の袴着姿に差異が生まれること

は、仕方のないことであるともいえる。そのた

め基本となる着付けを大きく逸脱せず、全体的

に統一感のある袴着姿に仕上げることが粁付け

をする立場の者には求められる。また袴を消用

する側にも、個性や個人の嗜好を優先させず、

場をわきまえ適した装いを選択することが求め

られると言える。

5 まとめ

平成 27年度における卒業式の装いの傾向で

は、装飾華美な様子は見られず半衿や帯の装い

に無地が多く使用されるなど、例年よりも落ち

つていた傾向を示した。しかし一方では、袴の

種類に無地やぼかし、刺繍以外の装飾が施され

たものが若干ではあるが増えた。

また書籍に見る袴の滸付け方はこの 30年で

大きく変化した部分はないが、唯一変化した箇

所として、装飾の機能を持つ半衿や帯などが少

し幅を広く出し、加飾の傾向がみられた。

実際の滸付けでは、どこで着付けを行うかに

よって袴着姿が異なり、全体に統一感のない着

付けが見られることが分かった。現代において、

袴の着用の機会は限られている。したがってそ

の着付けも馴染みのないものとなっている。そ

のため着付けの基祁があるとしても、基準の解

釈は個人の判断に任すものとなり、袴着姿が統

ー感のないものとなっていると考える。一生に

一度の特別な機会として袴を選択し、卒業式に

臨むのであれば、気品ある袴姿で参列すること

が望ましい。しかし着付け直後は腺とした袴姿

であったとしても、卒業式後までに様々な活動

を行うと着崩れは自然と生じてしまう。本調査

はそのような状況の中で行われたものであった

ため、より一層袴の着付けに統一感や気品さを

求めることはできなかったと考えられる。今後、

卒業式の袴姿に康とした気品ある装いを望むに

は、可能であれば袴の着付けを知り、自分で着

くずれを整える術を覚えることではないであろ

うか。袴の着装の基準や着付けを知っていれば、

着崩れたときに袴姿を整え、品ある袴姿を保つ

ことが可能である。このように近年伝統的和装

の継承が難しくなっている状況であるため、•和

装教育に携わる者は、卒業年度の学生に袴に関

する講義や袴の消付けについて指導を行ってい

きたいと考える。
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